
千里金蘭大学 令和6年度（1年～3年対象）

学修習慣実態調査集計結果

調査日 ： 令和7年3月28日（金）

調査方法：GoogleFormによる記名方式

回答数 ： 453名

内訳 生活科学部食物栄養学科 32名（3年 32名）

栄養学部栄養学科 80名（1年 34名 2年 46名）

生活科学部児童教育学科 26名（3年 26名）

教育学部教育学科 39名（1年 3名 2年 31名）

看護学部看護学科 281名（1年 85名、2年 102名、3年 89名）
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１．現在の住まい状況
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２．通学時間(片道）

30分未満 30分以上～1時間未満 1時間以上～1時間30分未満

1時間30分以上～2時間未満 2時間以上
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学の授業などへの出席 1年

2年

3年

授業の予習・復習や課題 1年

2年

3年

大学の授業以外の自主的な勉強 1年

2年

3年

サークルや部活動 1年

2年

3年

アルバイト 1年

2年

3年

読書（マンガ・雑誌を除く） 1年

2年

3年

余暇（ﾃﾚﾋﾞ・ﾗｼﾞｵの視聴、ｹﾞｰﾑや携帯の操作、1年

友人との交流、ｽﾎﾟｰﾂ、ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ等） 2年

3年

３．平均的な1週間の活動時間

20H以上 16～20H 11～15H 6～10H 3～5H 1～2H 1H未満 なし
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

実験、実習、フィールドワークなどを 1年

実施し、学生が体験的に学ぶ 2年

3年

仕事に役立つ知識やスキルを学ぶ 1年

2年

3年

授業内容と社会や日常生活の 1年

かかわりについて、教員が説明する 2年

3年

授業の一環でボランティア活動をする 1年

2年

3年

学生自身が文献や資料を調べる 1年

2年

3年

定期的に小テストやレポートが課される 1年

2年

3年

教員が提出物に添削やコメントをつけて 1年

返却する 2年

3年

学生が自分の考えや研究を発表する 1年

2年

3年

授業中に学生同士が議論をする 1年

2年

3年

授業で検討するテーマを 1年

学生が設定する 2年

3年

授業の進め方に学生の意見が 1年

取り入れられる 2年

3年

取りたい授業を履修登録できる 1年

2年

3年

出席することが重視される 1年

2年

3年

SA（上級生など授業補助者）から 1年

補助を受ける 2年

3年

４．大学授業内における学修経験

頻繁にあった ときどきあった あまりなかった 全くなかった
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

授業課題のために図書館の資料を利用した 1年

2年

3年

授業課題のためにWeb上の情報を利用した 1年

2年

3年

インターネットを使って授業課題を受けたり 1年

提出したりした 2年

3年

提出期限までに授業課題を完成できた 1年

2年

3年

授業時間外に、他の学生と一緒に勉強したり 1年

授業内容について話したりした 2年

3年

授業中、教員の考え方や意見に意義を唱えた 1年

2年

3年

授業を欠席した 1年

2年

3年

授業に遅刻した 1年

2年

3年

授業をつまらなく感じた 1年

2年

3年

授業中に居眠りをした 1年

2年

3年

教員の研究プロジェクトに参加した 1年

2年

3年

単位とは関係のない教員あるいは学生による 1年

自主的な勉強会に参加した 2年

3年

大学の教職員に将来のキャリアの相談をした 1年

2年

3年

教員に親近感を感じた 1年

2年

3年

５．学修態度、授業外学修方法

とてもあてはまる まあまああてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

人と協力しながらものごとを進めること 1年

2年

3年

自ら先頭に立って行動し 1年

グループをまとめること 2年

3年

異なる意見や立場をふまえて 1年

考えをまとめること 2年

3年

自分の知識や考えを文章で論理的に書くこと 1年

2年

3年

自分の知識や考えを図や数字を用いて 1年

表現すること 2年

3年

コンピュータの操作能力 1年

2年

3年

進んで新しい知識・能力を 1年

身につけようとすること 2年

3年

自分で目標を設定し、計画的に行動すること 1年

2年

3年

自分の感情を上手にコントロールすること 1年

2年

3年

自分の適性や能力を把握すること 1年

2年

3年

自分に自信や肯定感をもつこと 1年

2年

3年

６．大学生活を通じて身についたこと

かなり身についた ある程度身についた あまり身についていない 全く身についていない
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

外国語の能力 1年

2年

3年

文献や資料にある情報を正しく理解すること 1年

2年

3年

ものごとを批判的・多面的に考えること 1年

2年

3年

現状を分析し、問題点や課題を発見すること 1年

2年

3年

筋道をたてて論理的に問題を解決すること 1年

2年

3年

幅広い教養・一般常識を身につけること 1年

2年

3年

専門分野の基礎的な知識・技術を 1年

身につけること 2年

3年

社会や文化の多様性を理解し、尊重すること 1年

2年

3年

国際的な視野を身につけること 1年

2年

3年

社会の規範やルールにしたがって 1年

行動すること 2年

3年

社会活動（ボランティアなど）に積極的に 1年

参加すること 2年

3年

６．大学生活を通じて身についたこと

4かなり身についた 3ある程度身についた 2あまり身についていない 1全く身についていない
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

授業の全体的な質 1年

2年

3年

日常生活と授業内容との関連 1年

2年

3年

将来の仕事と授業の結びつき 1年

2年

3年

教員と話しをする機会 1年

2年

3年

個別の学修指導や援助（履修相談など） 1年

2年

3年

他の学生と話しをする機会 1年

2年

3年

大学の中での学生同士の一体感 1年

2年

3年

多様な考え方を認め合う雰囲気 1年

2年

3年

大学での経験全般について 1年

2年

3年

１つの授業を履修する学生数 1年

2年

3年

図書館の設備（蔵書やレファレンスサービス） 1年

2年

3年

演習室や実験室の設備や器具 1年

2年

3年

コンピュータの設備 1年

2年

3年

コンピュータの訓練や援助 1年

2年

3年

インターネットの使いやすさ 1年

2年

3年

授業の空き時間や授業終了後に 1年

自習するスペース 2年

3年

奨学金など学費援助の制度 1年

2年

3年

健康保健サービス 1年

2年

3年

就職や進学に関する相談 1年

2年

3年

７．満足度
とても満足 満足 どちらでもない 不満 とても不満
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